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は
じ
め
に
、
１
月
１
日
、
石
川
県
能
登
地
方
で
発
生

し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
市
議

会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
大
船
渡
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
お

い
て
、
大
船
渡
高
校
出
身
の
佐
々
木
朗
希
投
手
が
日
本

代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
日
本
の
優
勝
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
に
移
行
し
、
当
市
に

お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
過
前
の
状
況
で
行
事
な
ど
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
な
ど
の
価
格
上
昇

や
円
安
を
要
因
と
す
る
物
価
高
騰
に
よ
り
、
市
民
生
活

や
市
内
経
済
の
回
復
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
市
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
活
動
を
中
心
に
精
力
的
な
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
政
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
政
策
形
成
や
市
に
対
す

る
提
言
な
ど
に
、
鋭
意
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
員
一
同
、
市
民
の
皆
様

の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
そ
の
負
託
、
期
待

に
全
力
で
応
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
活
気
に
満
ち

た
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
船
渡
市
議
会
議
長

　

   　

三　

浦　
　

  

隆
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令和5年 第4回定例会

可
決
し
た
主
な
議
案

◎
大
船
渡
市
下
水
道
条
例
及

び
大
船
渡
市
漁
業
集
落
排

水
施
設
設
置
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
使
用
料
金
は
月
額
（
20
立
方

メ
ー
ト
ル
の
場
合
）
現
行

２
，
７
５
０
円
か
ら
３
，
４

７
６
円
と
な
り
、
令
和
６
年

５
月
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

◎
大
船
渡
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
市
営
球
場
利
用
料
金
は
１
時

間
当
た
り
５
０
０
円
（
児

童
・
生
徒
は
３
０
０
円
）
と

な
り
ま
す
。

・
市
民
弓
道
場
の
利
用
料
金
は

１
人
１
回
に
つ
き
一
般
は
２

０
０
円
（
高
校
生
以
下
は
１

０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

・
三
陸
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
を
廃

止
と
す
る
。

◎
大
船
渡
市
民
文
化
会
館
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

こ
と
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

・
大
船
渡
市
民
文
化
会
館
の
指

定
管
理
者
を
指
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

〔
指
定
管
理
者
〕

　

大
船
渡
ぶ
ん
か
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ

〔
期　
間
〕

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
８
日
か

ら
12
月
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
議
案

全
27
件
を
可
決
、
同
意
決
定
し
ま
し
た
。

下
水
道
料
金
が
引
き
上
げ

大
船
渡
市
三
陸
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル

大
船
渡
市
民
文
化
会
館
の

大
ホ
ー
ル
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…　主　な　議　案　…

　今回の一般会計補正予算（第6号・第7号）は、国及び県の動きと連動した、福祉灯油事業・医療扶助のほか、新設
される（仮称）大船渡市こども家庭センター運営事業のスタート準備等、盛りだくさんな内容で、一般会計予算は総
額237億3,027万円となりました。

福
祉
灯
油
事
業

冬季の経済的負担の軽減　2,609万円

日々の住民生活に直結する工事 2,200万円

道
路
・
河
川
等

　
　
　
維
持
補
修
事
業

省
エ
ネ
家
電
等

　
買
い
替
え
促
進
事
業省エネ家電の買い替え支援 1,165万円

（
仮
称
）
大
船
渡
市
こ
ど
も

　
家
庭
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

給
付
事
業

住民税非課税世帯に給付 3億1,660万円

物
価
高
騰
対
策

　
　
事
業
者
支
援
事
業プレミアム付商品券の発行 8,400万円

令和5年度 令和5年度 
一般会計補正予算（第6号・第7号）可決！

三
陸
鉄
道
支
援
事
業

沿岸住民の足を守る 1,519万円

高校生までの医療費現物給付 1,800万円

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

市内商業施設内に設置予定 1,556万円
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全員協議会 令和５年11月６日は、大船渡市公共下水道使用料等の改定について、11月3０日は、(仮称)大
船渡市こども家庭センターの設置について、12月22日は、第2期大船渡市自殺対策計画(案)
について、第４次大船渡市障がい者計画(案)等について、大船渡市鹿の森公園の今後の運営
について、質疑が行われました。

⒈ 設置の背景　 国においては、こども家庭庁創設など子ども・
子育て支援の強化を進めており、その一環として各自治体に対し、
全ての妊産婦、子育て世帯への一体的相談支援を行う機能を
有する機関として、従来の子育て世代包括支援センターと子ども
家庭総合支援拠点を統合し、新たに改正児童福祉法に基づく
「こども家庭センター」の設置を努力義務として課しています。
　こうした背景から市は、市民が集う中心市街地に児童福祉法
に基づく「こども家庭センター」を設置し、子育てに関する総合的
な相談体制の構築を図るとともに、天候にかかわらず子どもが楽
しく遊ぶことができる屋内の交流広場の整備を通じて、子ども・子
育て支援の更なる充実と、社会全体で子ども・子育て世帯を応援
する機運の醸成を図るものです。
⒉ 基本方針　 こども・子育て世帯には、一体的な相談体制の整
備に加え、ニーズの高い屋内での遊び場整備、子育て世帯の悩
み解消、交流機会の創出等、子育て環境の充実を図ることにより、
子どもの健やかな成長に資するとともに、「このまちで子どもを産
み育てたい」という機運を醸成し、出生数の回復を期待します。
他の世代には、新たな人の流れと交流機会を創出し、中心市街
地に賑わいと明るい雰囲気を生み出すことにより、「社会全体で
子ども・子育て世帯を応援する」という機運の醸成につなげ、子
育てと仕事の両立等、子育て世帯にやさしい社会となるよう市民
の理解促進を図ります。
⒊今後のスケジュール（予定）
令和6年1月設計着手、3月工事着手、6月引越し
令和6年7月（仮称）大船渡市こども家庭センター開設

令和5年度をもって運営を終了します
（施設運営終了後の管理）
→当面は現状のまま管理を継続しますが、施
設の老朽化が一層進行していくことから、解
体を基本に検討を進め、民間譲渡等の事例
を調査研究し、売却等も併せて検討します。

令和6年度以降も運営を継続します
→施設利用者は年間4万人台を維持し
ており、市民の休養及び健康増進や地
域雇用による地域の経済活動に一定
の役割を果たしていることから、運営
を継続するものです。

検討の背景　大船渡市鹿の森公園の管理運営については、平成20年度から
指定管理者制度を導入し、市民を始めとする利用者へのサービス向上と経費
削減に努めてきたところです。指定管理者である三陸ふるさと振興株式会社に
おいては、平成28年度から3期連続で経常収支が赤字となり、損失額も拡大し
たことから、令和元年6月に経営健全化方針を策定し、令和4年度までに経常
収支の黒字化を目指すことを目標に掲げ、自社に加え市関連部署が総合的・
横断的に連携しながら、取組を進めてきましたが、令和2年からの新型コロナウ
イルス感染症の影響等により、目標の実現には至っていないところです。くわえ
て、施設の老朽化による改修や経年による設備更新などが必要な時期を迎え
ていることから、今後さらに運営環境が厳しい状況となることが想定されます。
こうした状況を踏まえ、鹿の森公園は令和6年3月末をもって、指定管理の期間
が満了を迎えるため、今後の施設の運営について見直しを行うものです。

基本理念
自殺総合対策大綱の基本理念である
「誰も自殺に追い込まれることのない
社会の実現」を目指すとともに、市民
一人ひとりの「生きる」を支えるため
の取組を包括的に推進するため、本
理念を次のとおりとします。
　一人ひとりの「生きる」を支える
~誰も自殺に追い込まれることのな
　い大船渡市をめざして~

基本方針
⒈生きることの包括的な支援
⒉関連施策との連携強化
⒊対応の段階に応じたレベルごと
の対策の効果的な連動

⒋実践と啓発を両輪とした推進
⒌関係者の役割の明確化と関係者
による連携・協働の推進

⒍自殺者等の名誉及び生活の平穏
への配慮　　　　　　　

森林総合利用施設
遊・YOU・亭夏虫
→令和4年2月から
   休業中

森林体験交流センター
夏虫のお湯っこ
→営業中

緑と鹿のふれあい広場
→使用休止
ふるさとふれあい公園
→一部施設、使用休止

総合案内・
      休養施設
バンガロー4棟
コテージ3棟
連絡通路

温浴・
サウナ施設

広場
野外調理施設
広場等
（遊具・トイレ） 令和6年度以降も運営を継続します

令和5年度をもって運営を終了します

今後の運営方針

第2期大船渡市自殺対策計画（案）について

大船渡市鹿の森公園の今後の運営について

基本方針　下水道事業は、令和3年度以降、純損失を計上して
いる上、収益の多くを一般会計からの繰入れに依存する経営状
況となっています。大船渡市下水道事業経営戦略では、水洗化
率の向上に向けた取組と併せて、令和14年度までに収支均衡を
図るため、使用料について3回の見直しを行う必要があるとの方
向性を示しました。以上のことから、下水道事業の経営基盤を強
化し、安定的かつ持続的な事業運営のため、次のとおり大船渡
市公共下水道使用料及び大船渡市漁業集落排水施設使用料
の改定を行うものです。
⒈改 定 時 期　令和6年4月1日（令和６年５月徴収分から）
⒉使用料体系　現行と同様（基本使用料＋従量使用料）
⒊改定使用料（案）
※基本使用料　１ヶ月当たり「2,156円税込」（616円の増）
※従量使用料　11立方㍍を超える場合、1立方㍍当たり11円の増

大船渡市公共下水道使用料の改定について

(仮称)大船渡市こども家庭センターの
設置について 

施 設 名 おもな施設 各施設の運営方針

一
人
ひ
と
り
の「
生
き
る
」を
支
え
る

~

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
大
船
渡
市
を
め
ざ
し
て~

介護予防、相談支援体制の充実、
地域における見守り、生活支援体
制整備と生きがいづくりの推進

1 高齢者への対策

相談支援体制の充実、生活困窮者
自立支援法による事業と連動した
支援の推進

2 生活困窮者への対策

関係機関との連携による自殺の危
険性の早期発見、相談支援体制の
構築、命の大切さの普及啓発の推
進

4 子ども・若者への対策

妊娠出産、育児等、様々な悩みに対
応できる関係機関と連携した相談
支援体制の充実

5 女性への対策

職域関係機関との連携によるメン
タルヘルス対策の推進

3 働き盛り世代への対策
自殺の危険性が高い人の早期発見・早期
介入及び 相談支援体制の強化

3 二次予防(自殺の危険性高い人へのアプローチ）

基 本 施 策 重点項目（対象）

関係機関が課題を共有し自殺対策を推進
するための連携を強化 

1 地域におけるネットワークの強化

心身の健康づくりと自殺予防への普及啓
発、人材育成、地域活動や生きがいづくり、
生きることへの支援の推進

2 一次予防(住民全体へのアプローチ)

労働者の心身の健康に対する意識の高揚、 
相談支援体制の推進

6 職域へのアプローチ

精神疾患の早期発見、早期介入と継続し
た本人、 及び家族支援の推進

5 精神疾患へのアプローチ
自死遺族への支援の推進
4 三次予防(自死遺族へのアプローチ) 

①「地域共生社会」の実現
②障がい者の自己決定の尊重と意思決定の支援
③社会のあらゆる場面におけるアクセシビリティの向上
④障がいを理由とする差別の解消
⑤当事者本位の総合的支援
⑥障がい特性等に配慮した支援

第７期大船渡市障がい福祉実施計画・
　　　　　　　第３期大船渡市障がい児福祉実施計画（案）

第４次大船渡市障がい者計画(案)について

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
尊
重
し
あ
う

共
生
の
ま
ち
大
船
渡

基本理念を実現するための横断的視点

基本目標１   ともに支えあうまち

基本目標２   安心して住み続けられるまち

基本目標３   自分らしく生活できるまち

施策３ 生活支援  施策４ 保健・医療
施策５ 住まい・環境 施策６ 防災・防犯

施策７ 雇用・就労  施策８ 教育
施策９ 芸術文化・スポーツ活動

施策１ 差別解消・権利擁護
施策２ 情報・コミュニケーション
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空
き
店
舗
物
件
等
の
活
用
に
つ
い
て

企
業
誘
致
実
現
を
目
指
す

　
　
　
　
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、
い
よ

い
よ
以
て
、
こ
の
現
状
に
真
摯
に
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
が
き
て
い
る
と
感

じ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
必
要
と
な
る
と
こ
ろ

は
「
産
業
の
振
興
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
れ
は
、
既
存
企
業
の
経
営
安
定
化
、
若
い

方
々
の
就
業
や
就
労
者
の
収
入
、
定
年
を
迎

え
た
方
々
の
再
就
職
等
の
課
題
や
、
新
た
に

起
業
さ
れ
る
方
々
な
ど
、
直
結
す
る
部
分
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
社
会
的
な
人
口
流
入
や

若
い
世
代
が
地
域
に
残
れ
る
こ
と
な
ど
、
複

合
的
に
波
及
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
現
在
市
内
に
あ
る
空
き
店
舗
物
件
の
活

用
及
び
支
援
補
助
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
現
在
、
県
内
陸
部
等
で
空
き
物
件

の
不
足
等
に
よ
り
、
照
会
を
受
け
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
多
種
多
様
な
照
会
案
件
に
対
し
、

可
能
な
限
り
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
情

報
収
集
に
努
め
、
新
た
な
企
業
立
地
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
産
業
振
興
を
軸
と
し
て
大
船
渡
市

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
職
員
の
意

識
や
考
え
方
を
、
更
に
深
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
業
務
量
の
削
減
や
効
率
化
を
進
め
、

研
修
時
間
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
の
実
施
や
研
修
機
会
の
創
出
等
を
行
い
、

人
材
育
成
基
本
方
針
の
目
的
に
沿
っ
た
人
材

育
成
に
努
め
る
。

質 

問

質 

問

市
長

答

部
長

答

こ
れ
か
ら
の
職
員
人
材
育
成
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

商店街の様子

宮 

﨑 

和 

貴 

議
員

み
や
ざ
き　

か
ず
た
か

～  こ こ が 聞 き た い  ～
市政課題で活発な論戦

令和5年市議会第４回定例会の一般質問は、12月13日・14日・15日の3日間行われ、
14人の議員が登壇し、市政全般にわたり、活発な議論が交わされました。

その要旨を質問順に紹介します。

　議場での一般質問の様子を撮影した「録画映像」をご覧になれます。
　一般質問を行った各議員の欄に二次元コードを掲載していますので、スマートフォンなどでの
ご視聴にご活用ください。

※Wi-Fi環境下での「録画映像」のご視聴をお勧めします。
　Wi-Fi環境のない場所でご視聴する際は、通信料にご注意ください。

い っ ぱ ん 質 問
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一
　
般
　
質
　
問コ

ロ
ナ
禍
後
の
当
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
消
費
喚
起
を
図
っ
て
い
く

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

位
置
付
け
が
５
月
か
ら
５
類
感
染
症
へ
引
き

下
げ
ら
れ
、
全
国
的
に
も
新
た
な
生
活
様
式

に
対
応
し
つ
つ
、
人
の
流
れ
・
賑
わ
い
が
戻

り
始
め
、
経
済
効
果
が
今
後
に
お
い
て
も
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
コ

ロ
ナ
禍
と
現
状
の
市
内
状
況
を
比
較
し
、
今

一
度
振
り
返
り
検
証
を
行
う
こ
と
で
、
新
た

な
取
組
に
よ
る
、
さ
ら
な
る
市
民
生
活
の
向

上
、
経
済
効
果
の
発
展
が
重
要
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
市
内
経
済
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
、
当
市
の
取
組
の
成
果
と
、
今

後
の
継
続
・
新
た
な
取
組
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
法
上
の
位
置
付
け
が
５

類
に
移
行
し
て
か
ら
は
、
社
会
経
済
活
動
の

正
常
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
当
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
事
業
者
へ
の
支

援
金
の
支
給
を
始
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
な
ど
の
消
費
喚
起
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
市
内
事
業

者
の
事
業
継
続
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

国
や
県
の
経
済
対
策
の
動
向
や
市
内
経
済
を

注
視
し
な
が
ら
、
交
付
金
を
活
用
し
た
、
よ

り
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
物
価
高

騰
に
対
す
る
負
担
軽
減
策
な
ど
の
財
政
支
援

の
継
続
の
ほ
か
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
消

費
喚
起
を
図
る
た
め
、
継
続
的
な
財
政
支
援

を
要
望
し
て
い
る
。

質 

問副
市
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

プレミアム付商品券発行事業

森　
　
　

 

亨 

議
員

も
り　

  

　
　
　

 

と
お
る

佐 

藤 

優 

子 

議
員

さ
と
う　

  

ゆ
う
こ

三
陸・大
船
渡
東
京
タ
ワ
ー
さ
ん
ま
ま
つ
り

絶
景
第
１
位
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
活
用
す
べ
き

早
朝
観
光
に
関
す
る
取
組
の
検
討
を
進
め
て
い
く

　
　
　
　
温
泉
宿・ホ
テ
ル
総
選
挙
に
お
い
て
、

市
内
の
温
泉
宿
泊
施
設
が
、
３
年
連
続
絶
景

部
門
に
お
い
て
１
位
を
受
賞
し
て
い
る
が
、

大
船
渡
湾
の
眺
望
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。
民
間
事
業
者
の
取
り
組
み

を
し
っ
か
り
と
応
援
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
市
内
に
お
い
て
、
初
日
の
出
観
覧

を
目
的
と
し
た
碁
石
海
岸
な
ど
へ
の
観
光
客

が
多
数
来
訪
し
て
お
り
、
一
定
数
の
宿
泊
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
市
の
宿
泊
観
光
拡
大
の
た
め
の
観
光

資
源
の
一
つ
に
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

当
該
宿
泊
施
設
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
大

船
渡
湾
の
眺
望
や
既
存
の
日
の
出
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
等
を
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
関

係
団
体
と
共
に
早
朝
観
光
に
関
す
る
取
組
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
市
内
に
も
う
一
日
滞

在
、
も
う
一
泊
し
て
い
た
だ
く
「
ワ
ン
モ
ア

ス
テ
イ
」
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　
　
今
ま
で
11
回
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、

昨
年
事
業
中
止
と
な
り
、
現
在
は
市
民
有
志

が
継
続
し
て
い
る
。
市
と
し
て
十
分
な
関
わ

り
を
持
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
現
在
、
市
の
関
わ
り
は
な
い
が
、

定
着
さ
れ
れ
ば
、
首
都
圏
に
お
け
る
当
市
の

Ｐ
Ｒ
が
図
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
得
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
方
向

性
を
見
極
め
な
が
ら
、
効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

質 

問

質 

問

部
長

答

部
長

答

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

絶景日本一を獲得した大船渡湾の眺望

部
長

答
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一
　
般
　
質
　
問

道
の
駅「
さ
ん
り
く
」の
集
客
と
利
便
性
は

地
方
創
生
交
付
金
の
活
用
に
事
業
評
価
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
評
価
は

Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定
や
事
業
展
開
に
改
善
・
検
討
が
必
要
と
評
価

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
三
陸

Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
と
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
事
業
は
、
３
年

間
の
交
付
金
活
用
と
４
年
目
の
自
走
に
向
け

て
、
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
事
業
は
、

事
務
事
業
評
価
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
お
い
て
、
１
年

毎
に
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
評
価
の
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
事
務
事
業
評
価
等
の
評
価
制
度
は
、

効
果
的
な
意
思
決
定
や
改
善
策
の
立
案
に
役

立
つ
だ
け
で
な
く
、
透
明
性
の
向
上
や
信
頼

の
構
築
に
寄
与
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
る
が
、

大
船
渡
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と

す
る
各
種
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
等
、
社
会
情
勢
の
変
化

等
が
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
や
当

初
の
事
業
展
開
に
関
し
て
は
、
改
善
・
検
討

す
べ
き
点
が
あ
っ
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　
道
の
駅
「
さ
ん
り
く
」
は
、
集
客

と
利
便
性
の
観
点
か
ら
給
油
・
充
電
設
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
設
置
基
準
と
整
備
の
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
給
油
施
設
等
の
設
置
は
、
道
路
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
だ
け
で
な
く
、
近

年
の
道
の
駅
人
気
に
よ
る
地
域
間
競
争
で
、

特
色
あ
る
施
設
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
集
客

面
で
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
引
き
続
き
、

道
の
駅
を
管
理
運
営
す
る
三
陸
ふ
る
さ
と
振

興
株
式
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
へ
の

対
応
等
を
始
め
、
給
油
施
設
等
の
設
置
の
可

能
性
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

質 

問
質 

問 市
長

答

部
長

答

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

大船渡ふるさと交流センター

伊 

藤 

力 

也 

議
員

い
と
う　

  

り
き
や

渕
上
市
長
の
就
任
か
ら
１
年
の
取
組
を
伺
う

未
来
へ
の
３
本
柱
に
係
る
取
組
を
展
開
し
て
い
る

　
　
　
　
渕
上
市
長
が
就
任
し
て
か
ら
お
よ

そ
１
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
の
取
組
の
成

果
と
課
題
を
伺
う
。

　
　
　
　
令
和
４
年
12
月
の
市
長
就
任
以
来
、

「
未
来
へ
の
３
本
柱
」
と
し
て
、「
地
元
の
産

業
を
元
気
に
」、「
若
者
の
活
躍
で
み
ん
な
笑

顔
に
」、「
支
え
合
っ
て
み
ん
な
幸
せ
に
」
を

公
約
に
掲
げ
、
各
種
施
策
の
推
進
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
き
た
。
特
に
「
こ
ど
も
は
市
民
み

ん
な
の
宝
も
の
」
で
あ
る
と
の
理
念
の
下
、

市
民
一
丸
と
な
っ
た
子
育
て
環
境
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

一
体
的
な
相
談
体
制
と
交
流
機
能
を
有
す
る

（
仮
称
）
大
船
渡
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
構
想
を
示
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

 

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
関
係
人
口
の
拡
大

の
重
要
性
か
ら
「
広
聴
広
報
戦
略
」
の
策
定

や
「
お
お
ふ
な
と
版
窓
口
改
革
」
な
ど
デ
ジ

タ
ル
の
力
で
市
民
の
利
便
性
を
高
め
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
る
。

　

関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス

ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
契
約
に
よ
る
当
市
の
名
産

品
等
の
販
売
促
進
や
広
告
宣
伝
活
動
な
ど
、

当
市
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、

当
市
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
取
組
を
展

開
し
て
い
る
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
は
令
和
５
年
度
目
標
額
の

４
億
円
を
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
各
事

務
事
業
の
貴
重
な
財
源
の
獲
得
の
ほ
か
、
市

内
経
済
の
好
循
環
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

質 

問市
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

千葉ロッテマリーンズパーフェクトナイター

渡 

辺  　
徹 

議
員

わ
た
な
べ 　
　

  

と
お
る

ⓒC.L.M.
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一
　
般
　
質
　
問

「
市
総
合
戦
略
」
の
進
捗
度
評
価
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い

　
　
　
　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
い
る

「
大
船
渡
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
て
、
す
で
に
８
年
が
経
過
し
、
終
期
と

す
る
令
和
６
年
度
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。
実

施
状
況
の
評
価
は
、
４
つ
の
基
本
目
標
が
全

て
「
Ｂ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
評
価
の

実
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
人
口
減
少
を
克
服
す
る
と
い
う
目

的
の
下
、し
ご
と
、人
の
流
れ
、子
育
て
、持
続

可
能
な
ま
ち
の
４
つ
を
柱
と
し
て
、
様
々
な

施
策
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、全
て
の
基
本
目
標
の
進
捗
度
は
、

重
要
業
績
評
価
指
標
達
成
率
が
当
初
見
込
み

の
７
割
前
後
を
表
す「
Ｂ
」評
価
で
、
一
定
の

成
果
は
見
ら
れ
た
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
掛
け
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。内
容

の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
一
層
の
重
点
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
サ
ン
・
リ
ア
へ
の
（
仮
称
）
大
船

渡
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い
、

新
し
い
施
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
多
様
な
市
民
の
協
力
で
子
育
て
世

帯
を
応
援
し
て
い
く
機
運
の
醸
成
に
つ
な
げ
、

子
育
て
世
帯
の
交
流
促
進
の
ほ
か
、
若
者
、

高
齢
者
等
、
幅
広
い
世
代
と
の
交
流
に
つ
な

が
る
取
組
を
創
出
し
て
い
く
。

質 

問
質 

問 市
長

答

部
長

答

子
育
て
支
援
の
充
実
策
は
？

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

脱
炭
素
に
つ
な
が
る
デ
コ
活
の
取
組
に
つ
い
て

デ
コ
活
と
の
連
動
が
良
い
効
果
を
も
た
ら
す

　
　
　
　
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し
い
豊
か

な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
「
デ
コ
活
」
に

つ
い
て
の
市
の
認
識
、
く
ら
し
の
中
の
エ
コ

ろ
が
け
「
デ
コ
活
」
の
取
組
や
方
向
性
に
つ

い
て
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
　
国
に
お
い
て
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
及
び 

温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
２
０
３
０
年
度
削
減
目

標
の
実
現
に
向
け
て
、
国
民
・
消
費
者
の
脱

炭
素
に
つ
な
が
る
行
動
変
容
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
変
革
を
強
力
に
後
押
し
す
る
た
め
、
新

し
い
国
民
運
動
と
し
て
、
脱
炭
素
に
つ
な
が

る
取
組
を
具
体
的
に
実
践
す
る
「
デ
コ
活
」

を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
組
は
、
当
市
の
「
環
境
基
本

計
画
」
や
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）
」
に
掲
げ
る
具
体
的
・
実

践
的
な
取
組
と
重
な
る
部
分
も
多
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
と
「
デ
コ
活
」
と
の
連
動
が
、

二
つ
の
計
画
の
推
進
に
良
い
効
果
を
も
た
ら

す
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
国
が
呼

び
掛
け
て
い
る
、日
々
の
生
活・仕
事
の
中
で
、

「
デ
コ
活
」
を
実
践
す
る
こ
と
や
、
脱
炭
素

に
つ
な
が
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
な
ど

を
通
じ
て
「
デ
コ
活
」
を
後
押
し
す
る
こ
と

を
表
明
す
る
「
デ
コ
活
宣
言
」
な
ど
、
連
動

可
能
な
仕
組
み
や
取
組
の
活
用
を
検
討
す
る

な
ど
し
な
が
ら
、
脱
炭
素
に
関
す
る
取
組
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

東 

　 

堅 

市 

議
員

あ
ず
ま　
　
　
け
ん
い
ち

総合戦略検証シート

西 

風 

雅 

史 

議
員

な
ら
い　

ま
さ
ぶ
み

くらしの中のエコろがけ
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一
　
般
　
質
　
問

被
災
跡
地
の
現
状
と
活
用
に
つ
い
て

活
用
は
地
域
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
利
用
が
基
本

　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
９
か
月

が
経
ち
、
歳
月
の
経
過
と
と
も
に
難
し
い
課

題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
現
状
の
課
題
で
あ
る
、
被
災
跡
地
の
現
状

と
活
用
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
被
災
跡
地

の
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
現
状
と
し
て
有
効

な
手
段
が
見
い
だ
せ
て
い
な
い
が
、
今
後
と

も
、
民
有
地
の
地
権
者
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
使
い
勝
手
の
良
い
一
体
的
な
利
用
が
可

能
な
区
域
を
確
保
す
る
な
ど
、
民
間
事
業
者

等
に
よ
る
被
災
跡
地
の
活
用
促
進
に
努
め

る
。
併
せ
て
、
被
災
跡
地
の
活
用
は
地
域
住

民
の
意
向
に
沿
っ
た
利
用
が
基
本
と
考
え
て

お
り
、
地
区
・
地
域
と
も
連
携
し
、
賑
わ
い

の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　
　
多
子
世
帯
へ
の
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
市
内
小
中
学
校
に
複
数
の
児
童

生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
多
子
世
帯
は
、
現
在

５
３
４
世
帯
で
、
仮
に
２
人
目
以
降
の
学
校

給
食
費
を
無
償
化
し
た
場
合
、
児
童
生
徒
６

４
５
人
が
対
象
と
な
り
約
３
，
３
０
０
万
円
、

３
人
目
以
降
で
は
児
童
１
１
１
人
で
約
５
７

０
万
円
の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。 

質 

問
質 

問 部
長

答

教
育
長

答

多
子
世
帯
へ
の
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
伺
う

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

市
内
事
業
者
へ
の
優
先
発
注
指
針
を
策
定
し
て
は
ど
う
か

発
注
に
お
け
る
透
明
性
の
確
保
も
重
要
と
認
識
し
て
い
る

　
　
　
　
市
内
事
業
者
に
発
注
す
る
た
め
に
、

市
内
事
業
者
優
先
発
注
に
関
す
る
指
針
を
定

め
、
市
内
事
業
者
へ
の
発
注
の
促
進
や
透
明

性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

入
札
契
約
の
競
争
性
、
公
平
性
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
市
内
事
業
者
へ
の
発
注
の
促
進
や

一
層
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
当
市
で

も
こ
の
よ
う
な
方
法
を
採
用
し
て
は
ど
う
か

見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
市
内
事
業
者
へ
の
発
注
に
つ
い
て

は
、
市
内
建
設
業
者
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

を
基
本
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模
工
事

や
特
殊
工
事
な
ど
、
市
外
の
建
設
業
者
に
発

注
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
下

請
負
契
約
や
資
機
材
等
の
調
達
先
は
市
内
事

業
者
を
優
先
す
る
よ
う
、
契
約
書
の
付
属
書

類
で
要
請
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
設
関
連

業
務
委
託
や
そ
の
他
の
業
務
委
託
、
物
品
の

購
入
に
当
た
っ
て
は
、
財
政
課
長
通
知
に
よ

り
、
市
内
事
業
者
へ
の
優
先
発
注
を
全
庁
的

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
契
約
過
程
に
お
い

て
、
市
内
発
注
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を

設
け
る
な
ど
市
内
事
業
者
へ
の
優
先
発
注
に

努
め
て
い
る
。
当
市
に
お
い
て
は
、
事
業
者

及
び
庁
内
へ
の
通
知
等
に
よ
り
政
策
方
針
を

徹
底
し
て
お
り
、
実
態
と
し
て
市
内
事
業
者

へ
の
優
先
発
注
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
発
注
に
お
け

る
透
明
性
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
や
市
内
事
業
者
に

対
し
、
発
注
方
針
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

今 

野 

善 

信 

議
員

こ
ん
の　

  

よ
し
の
ぶ

被災跡地の譲渡・貸付公募看板

市が発注した舗装工事の様子

熊 

谷 

昭 

浩 

議
員

く
ま
が
い　

あ
き
ひ
ろ
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一
　
般
　
質
　
問

民
間
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
研
究
を

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

　
　
　
　
当
市
の
公
立
こ
ど
も
園
は
、
定
員

充
足
率
が
既
に
57
％
と
な
り
定
員
割
れ
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
少
子
化
の
進
行

に
よ
り
、
公
立
こ
ど
も
園
の
園
児
の
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
間
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
研
究
を
開
始
す

る
時
期
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
綾
里
、
越
喜
来
、
吉
浜
の
各
公
立

こ
ど
も
園
の
園
児
数
は
、
全
体
で
令
和
３
年

度
当
初
は
１
３
９
名
、
令
和
４
年
度
は
１
２

３
名
、
令
和
５
年
度
は
98
名
と
少
子
高
齢
化

に
伴
い
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
は
、
大
船
渡
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
る
将
来
推
計
人
口
で
も
示
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
は
そ
の
傾
向
が
よ
り
一
層

顕
著
に
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
家
庭
を
築
き
、
子
供
を
産
み
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
運
営
・
経
営
の

観
点
か
ら
、
公
立
こ
ど
も
園
３
園
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
昨
年
度
か
ら
庁
内
関
係
部

で
構
成
す
る
「
公
立
こ
ど
も
園
運
営
方
針
庁

内
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
人
口
減
少

下
の
公
立
こ
ど
も
園
の
運
営
に
関
す
る
課
題

の
共
有
に
つ
い
て
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
に
つ
い
て
も
、
民
間
こ
ど
も
園
等
と
の

連
携
等
も
含
め
、
様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て

庁
内
、
保
護
者
、
地
域
等
と
課
題
の
共
有
や

意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。 

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

こども園の様子

鹿
の
森
公
園
施
設
の
存
廃
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る

　
　
　
　
遊
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
亭
夏
虫
は
震
災
後
、

復
旧
工
事
関
係
者
で
利
用
者
が
増
加
し
て
い

た
が
復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
利
用
客
が
減
少

し
、
コ
ロ
ナ
禍
も
重
な
っ
て
、
現
在
は
休
業

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
夏
虫
の
お

湯
っ
こ
は
、
年
間
の
来
客
数
が
４
万
人
を
超

え
る
な
ど
来
客
数
が
伸
び
て
い
て
、
サ
ウ
ナ

の
流
行
も
あ
っ
て
、
他
市
町
村
か
ら
も
来
て

い
る
状
況
。
こ
の
よ
う
に
、
施
設
ご
と
の
経

営
状
況
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
本
来
、
こ
れ

ら
の
施
設
は
、
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
の
場

を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
継
続
し
て
維

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
存
廃
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
　
平
成
28
年
度
以
降
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
復
興
需
要
の
収
束
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
り
全
体
の

事
業
収
支
が
赤
字
と
な
り
、
更
に
昨
今
の
光

熱
費
や
物
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
全
て
の

施
設
に
お
い
て
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
各
施
設
の
今
後
の
存
廃
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
確
保
や
事
業
の
収
支
見

通
し
は
も
と
よ
り
、
施
設
の
設
置
目
的
や
地

域
雇
用
、
経
済
活
動
へ
の
貢
献
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
特
に
、
鹿
の
森
公
園
の
構
成
施
設
で
あ

る
遊
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
亭
夏
虫
と
夏
虫
の
お
湯
っ

こ
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
期
間
が
満
了
と
な

る
た
め
、
令
和
６
年
度
以
降
の
運
営
に
つ
い

て
庁
内
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。　

船 

砥 

英 

久 

議
員

ふ
な
と　

  

ひ
で
ひ
さ

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

鹿の森公園の施設

平 

山
　  

仁 

議
員

ひ
ら
や
ま　

 　

   

じ
ん
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一
　
般
　
質
　
問

物
価
高
騰
対
策
で
の
事
業
者
支
援
策
は

効
果
的
な
支
援
策
の
実
施
を
検
討

　
　
　
　
９
月
30
日
に
市
と
商
工
会
議
所
が

実
施
し
、
11
月
８
日
に
報
告
さ
れ
た
、
物
価

高
騰
等
の
影
響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に

よ
る
経
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
継
続
し
売
上
が
減
少
し
て
い
る
と

答
え
た
の
は
、
１
１
２
件
、
38
・
５
％
に

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
物
価
高
騰
が
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
る
。
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

に
よ
る
経
営
へ
の
影
響
は
２
３
７
件
、
81
・

４
％
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
売
上
減
少
事
業

者
へ
の
補
助
金
・
給
付
金
な
ど
多
く
の
支
援

策
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
市
内
の
実

態
に
今
回
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

物
価
高
騰
に
よ
り
、
市
民
生
活
や
市
内
経
済

が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
や
、
消
費

喚
起
対
策
な
ど
の
各
種
事
業
を
実
施
し
て
き

た
が
、
市
民
や
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
11
月
２

日
に
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経

済
対
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
「
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
が

追
加
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
市
と

し
て
は
、
国
、
県
の
経
済
対
策
の
動
向
や
市

内
の
経
済
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
大
船
渡

商
工
会
議
所
を
始
め
と
す
る
関
係
団
体
と
連

携
し
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
策
の
実
施
を
検

討
し
て
い
る
。

質 

問部
長

答 質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

商店街

滝 

田 

松 

男 

議
員

た
き
た　

   

ま
つ
お

吉
浜
の
太
陽
光
発
電
、
住
民
理
解
が
な
く
中
止
で
い
い
か

住
民
の
理
解
、
適
法
性
、
経
済
効
果
等
を
総
合
的
に
判
断

　
　
　
　
大
船
渡
第一・第
二
太
陽
光
発
電
所

事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
対
す

る
大
船
渡
市
長
意
見
で
は
、地
域
住
民
と
適

切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、事
業
に
つ

い
て
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、と

あ
る
が
、事
業
に
賛
成
す
る
意
見
が
萎
み
、反

対
す
る
意
見
が
強
ま
り
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
可
能
性
が
高
い
が
、そ
う
な
る
と
市
有

地
の
賃
貸
は
で
き
な
い
、と
捉
え
て
い
い
の
か
。

明
治
時
代
の
大
窪
山
は
共
有
地
と
し
て
登
記

さ
れ
て
お
り
、
合
併
し
て
も
そ
の
土
地
を
利

用
す
る
に
は
、
吉
浜
の
住
民
の
合
意
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
　
　
市
長
意
見
で
は
、
大
気
環
境
、
水

環
境
な
ど
13
項
目
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、

総
括
的
事
項
と
し
て
、
地
域
住
民
と
適
切
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
事
業
に
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
述
べ
た
。

市
有
地
賃
貸
の
判
断
は
、
事
業
者
に
よ
る
環

境
影
響
評
価
を
踏
ま
え
、
住
民
の
理
解
の
み

な
ら
ず
、
適
法
性
、
適
正
性
、
経
済
効
果
な

ど
を
、
合
理
的
か
つ
総
合
的
に
判
断
す
べ
き

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
吉
浜
湾
な
ど
海
へ
の
悪
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
が
、
市
長
意
見
に
記
述
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
土
砂
の
流
出
や
濁
水
の
発
生
状
況

を
確
認
し
、
そ
の
抑
制
・
防
止
す
る
こ
と
を

求
め
て
お
り
、
工
事
中
及
び
施
設
稼
働
後
の

雨
水
排
出
量
等
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
、
海

域
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

質 

問

質 

問

部
長

答

部
長

答 水
環
境
で
海
域
へ
の
影
響
の
記
述
が
な
い

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

太陽光発電所計画地

山 

本 

和 

義 

議
員

や
ま
も
と　

か
ず
よ
し
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一
　
般
　
質
　
問介

護
の
要
支
援
者
が
元
の
生
活
を
取
戻
す
取
組
は

リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
す
る

　
　
　
　
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
段
階
を
迎
え
、
介
護
・
医
療
の
費
用

と
介
護
の
人
材
不
足
が
ピ
ー
ク
に
な
る
。
要

支
援
者
か
ら
要
介
護
へ
の
進
行
予
防
を
、「
地

域
の
中
の
生
き
が
い
・
役
割
を
発
見
す
る
こ

と
」
に
よ
り
緩
や
か
に
す
る
取
組
が
、
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
市
の
考
え
方

を
伺
う
。

　
　
　
　
当
市
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
の
確
保
や
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を

支
援
し
て
い
く
体
制
の
整
備
も
課
題
と
な
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
市
の
実
情
に
応
じ
た
効

果
的
な
介
護
予
防
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
リ

エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
先
進
事
例

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
子
宮
頸
が
ん
撲
滅
へ
の
取
組
で
、

ワ
ク
チ
ン
の
女
性
へ
の
積
極
的
勧
奨
が
令
和

４
年
４
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
。
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
対
象
者
は
高
校
２
年
生
か
ら

26
歳
の
女
性
で
あ
り
、
最
終
期
限
が
令
和
７

年
３
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和
６
年
９
月

ま
で
に
第
一
回
目
の
接
種
を
し
な
い
と
間
に

合
わ
な
い
。
強
力
な
啓
発
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
　
来
年
度
の
早
い
時
期
に
、
全
て
の

未
接
種
者
に
対
し
て
再
度
個
別
通
知
に
よ
る

接
種
勧
奨
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
子
宮
頸
が
ん
予

防
へ
の
高
い
有
効
性
と
、
が
ん
検
診
受
診
の

重
要
性
を
広
く
啓
発
し
て
い
く
。

質 

問
質 

問 市
長

答

部
長

答

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

議 会 の う ご き

期
限
が
迫
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

啓
発
に
つ
い
て

 

森　

 　
操  

議
員

も
り　

  

　

  

み
さ
お

　総務常任委員会では、所管事務調査のテーマである
「地方創生に係る人口減少対策」について取り組んで
いますが、このたび、先進地を行政視察し、主に移
住・定住、ふるさと納税について学んできました。
　○宮城県南三陸町（10月4日）では、移住希望者の
ニーズにあわせた宿泊ツアーの実施や、若者を対
象とした移住定住促進家賃補助事業、若者定住マ
イホーム取得促進事業等を展開していました。

　○静岡県伊東市（10月17日）では、「知る」、「訪れ
る」、「移住」の3段階で取組を展開し、移住者に選
ばれるまちになることを目的に取り組んでいました。

　○静岡県三島市（10月18日）では、テレワーク推
進拡大のほか移住者をアンバサダーに任命し、積
極的に情報発信することにより、移住者の更なる
増加という好循環となっていました。

　

　○静岡県焼津市（10月18日）の令和4年度のふ
るさと納税額は約75億円で全国11位。産業振
興とシティプロモーションの2つを明確な目的
に設定し、官民一体で取り組んでいました。

　なお、所管事務調査については、これまでの調
査活動をまとめ、12月定例会の最終日に報告を行
いました。

総務常任委員会の活動

高齢者支援を

伊東市での行政視察の様子



13 大船渡市議会だより

　教育福祉常任委員会では、所管事務調査のテーマと
して、「妊娠期から子育て期までの子ども・子育て支
援の拡充・拡大」と「部活動の地域移行」の２項目に
ついて取り組んできました。
　11月13日に「部活動の地域移行の現状」について
教育委員会と意見交換を行った後、12月８日、13日
の委員会において、これまで取り組んできた所管事務
調査を取りまとめるため、内容を協議の上報告書を作
成し、12月定例会の最終日に所管事務調査報告を行
いました。

教育福祉常任委員会の活動

施設見学の様子

　産業建設常任委員会では、所管事務調査のテーマで
ある「産業振興と交流人口の拡大」について取り組ん
できました。
　これまで、当局との意見交換や、市内民間事業所で
の現地視察、更には岐阜県への管外視察を実施してき
ました。
　それぞれの調査・研究を踏まえ、所管事務調査を取
りまとめるため、10 月 16 日、11 月 6 日と 16 日、
12 月 8 日に委員会で内容を協議して、報告書を作成
し、12月定例会の最終日に報告を行いました。

産業建設常任委員会の活動

常任委員会の様子

　当市議会では、令和3年からタブレット端末を導入
しています。
　以降、議会運営委員会が中心となって、タブレット
端末の運用とペーパーレス化に取り組んできました。
　これまでに、会議の招集通知や常任委員会の資料、
会議の要点記録などをペーパーレス化し、電子データ
に切り替えています。
　現在、これまでのタブレット運用について検証しな
がら、議会の議案書や議事録、全員協議会の資料等に
ついてペーパーレス化が可能か検討しています。
　また、タブレット端末の更なる活用について協議を
進めています。

議会運営委員会の活動

タブレット端末の運用
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11
月
21
日
、
県
内
14
市
の
市
議
会
議
員
に
よ
る
議
員

研
修
会
が
盛
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
、
当
市
議
会
も
参
加

し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
第
１
部
で
、「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
誘
致
実
現
に
向
け
て
」
と
題
し
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
の
最
近
の
動
向
や
い
わ
て
県
民
計
画
（
２

０
１
９
〜
２
０
２
８
）で
の「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
位
置
づ
け
な
ど
、
岩
手
県
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
局
長
の
箱
崎

知
義
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
、
第
２
部
で
、「
変
革

の
時
代
を
迎
え
て
〜
自
分
の
技
に
自
信
と
誇
り
を
〜
」

と
題
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
残
間
里
江
子
氏
を
講
師

に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
研
修
終
了
後
は
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
他
市
議

会
議
員
と
の
情
報
交
換
や
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

岩
手
県
市
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

　
11
月
１
日
、
奥
州
市
江
刺
の
歴
史
公
園
え
さ
し
藤
原

の
郷
に
お
い
て
、
第
10
回
大
船
渡
市
議
会
・
陸
前
高
田

市
議
会
・
奥
州
市
議
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
３
市
議

会
の
議
員
が
集
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
江
刺
開
発
振
興
株
式
会
社
の
常
務
取

締
役
の
伊
藤
嘉
啓
氏
を
講
師
に
、「
歴
史
公
園
え
さ
し

藤
原
の
郷
の
概
要
に
つ
い
て
」と
題
し
、歴
史
公
園「
え

さ
し
藤
原
の
郷
」
の
設
置
経
過
や
、
入
場
者
・
イ
ベ
ン

ト
開
催
状
況
等
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
施
設
の
活
用
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
は
じ
め

と
す
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
ロ
ケ
誘
致
活
動

等
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

第
10
回
大
船
渡
市
議
会
・
陸
前
高
田
市
議
会
・

奥
州
市
議
会
議
員
研
修
会
開
催

　
11
月
27
日
、
気
仙
地
区
議
会
議
員
協
議
会
（
気
仙
２

市
１
町
の
全
議
員
で
構
成
）
で
、
岩
手
県
に
対
す
る
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
気
仙
地
区
２
市
１
町
の
行
政
上
の
課
題
に
つ
い
て
、

重
点
要
望
項
目
を
含
め
、
９
項
目
に
ま
と
め
た
岩
手
県

知
事
宛
の
要
望
書
を
、
髙
橋
正
博
沿
岸
広
域
振
興
局
副

局
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
重
点
要
望
項
目
（
３
項
目
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

⒈
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
誘
致
・
実

現
に
つ
い
て

⒉
近
年
の
海
洋
環
境
変
化
に
よ
る
磯
焼
け
、
貝
毒
の
発

生
及
び
主
力
魚
種
の
不
漁
に
お
け
る
原
因
究
明
と
対

策
に
つ
い
て

⒊
県
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

気
仙
地
区
議
会
議
員
協
議
会
対
県
要
望

　
11
月
27
日
、
市
政
調
査
会
で
は
、
岩
手
県
沿
岸
広
域

振
興
局
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
内
容
は
、「
地
域
連
携
道
路
整
備
事
業

（
港
湾
ア
ク
セ
ス
補
助
）の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」、「
永

浜
・
山
口
地
区
工
業
用
地
の
活
用
に
つ
い
て
」、「
市
内

経
済
回
復
の
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
」、「
今
後
の
気
仙

管
内
の
主
な
工
事
予
定
（
道
路
補
修
・
橋
梁
補
修
工
事

等
）
に
つ
い
て
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
永
浜
・
山
口
地
区
工
業
用
地
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
シ

カ
を
は
じ
め
と
す
る
鳥
獣
被
害
の
問
題
や
海
面
で
の

サ
ー
モ
ン
養
殖
へ
の
支
援
な
ど
、
管
内
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
お
互
い
に
理
解
を
深
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催
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出
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３
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会
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修
の
様
子

▶ 

意
見
交
換
会
の
様
子
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議会報告会　　　　　　　開催！！議会報告会　　　　　　　開催！！（市民のみなさんと語る会）（市民のみなさんと語る会）
　令和５年度議会報告会を11月19日にリアスホール
で開催しました。
　令和２～４年度は新型コロナウイルス感染症により
開催できなかったため、３年ぶりの開催となりまし
た。
　過去２回は、平日の夜に開催しましたが、今回は、
子育て世代の方々も参加しやすいようにと、日曜日の
午後２時から３時半に設定し、市民26人の方々に参
加いただきました。
　はじめに、議会運営員会から、議会のしくみや活動

について説明を行い、続いて総務、教育福祉、産業建
設の各常任委員会及び新型コロナウイルス感染症対策
特別委員会、議員定数等検討委員会からそれぞれの活
動について報告を行いました。次に、常任委員会ごと
のテーマに分かれてグループミーティングを行い、活
発な意見交換の中から貴重なご意見を多数伺うことが
できました。
　いただいたご意見につきましては、今後、政策提言
などに生かしてまいります。

　　　　 地方創生に係る人口減少対策について
　　　　　　　　　　　　（移住・定住について）
・ここに住む人と離れている人の結びつきで、喜び合え
る社会の造成が必要。

・「シティプロモーション」等、市としての宣伝が必要。
当地で当たり前のことが、他には魅力的だったりする。

・銀河プラザに移住のコーナーがあるが、岩手の発信が
弱く、窓口が分からないので情報が目に留まらない。

・大船渡での生活のイメージ、この時期にこういったお
祭りがあるなど分かればいいと思う。

・帰省した時に草だらけだったらすごく残念な気持ちに
なる。環境整備も重要なこと。

・移住に関する支援制度に制限（首都圏からの移住のみ
対象）がある。他地方からのUターン者が不利となっ
ている。

・当市においても、コンシェルジュ等がいれば相談しやすい。
・働くところが少なく、大船渡に帰れない。例えば、専
門学校があればそのまま残るのではないか。

　　　　 妊娠期から子育て期までの
　　　　　　子育て支援の拡充・拡大について
・学童保育料が高い、無料化にならないものか。
・陸前高田市では給食費が無料化の方向。当市でも無
料にできないものか。
・子供用品を買うところが市内には少なく、子ども同
伴の飲食店も少ない。ホームページ等で情報がほし
い。

　　　　 部活動の地域移行について
・部活動の地域移行に関して、親、子どものニーズを
調査すべき。
・部活動の地域移行に係る合同部活動などの事務局体
制を作ってほしい。
・地域移行の基本ルールを定める必要がある。
・指導員の確保をお願いしたい。
・報酬、場所、時間、責任所在、移動手段を明確にす
る必要がある。

　　　　 産業振興と交流人口の拡大について
・人は便利な方に流れていくのが常。交流人口の増加
が鍵。
・家賃が高い。空き家バンクの物件の充実を求めたい。
・市内事業者の売上が減少している。市内経済の活性
化には、観光で関係人口を増やす。
・磯場を利用した体験型の遊び場の設置で誘客を図る。
・市内訪問者が碁石海岸に行きたい場合、BRTの駅か
ら現地までの交通機関がないのでなんとかならない
か。
・労働人口・人手不足について、外国人研修生などの
受入体制をもっと充実させるべき。
・交流人口の拡大について、入口として関係人口を増
やすことが大事。

教育福祉常任委員会

テーマ

テーマテーマ

テーマ

総務常任委員会

産業建設常任委員会 その他の主な意見

い た だ い た 主 な ご 意 見 等

・早急に、盛と気仙沼を鉄路で通すべき。
・議員定数について、4月の選挙までに結論を出
　してほしい。
・市議の定数 20名について、人数は妥当なのか。

グループミーティングの様子
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議会：主な活動日誌議会：主な活動日誌

大船渡市議会からの
お 知 ら せ

23日
26日
27日
30日
31日
1日
6日
8日
9日
10日
13日
14日
15日
19日
20日
21日
22日
27日

30日
1日
5日
8日
13日
14日
15日
19日
20日
21日
22日
25日
26日
10日
15日
18日
19日

10月

１月

11月

12月

令和６年度予算に係る各地区要望
議会運営委員会
光政会会派視察
総務常任委員会、令和６年度予算に係る市議会各会派要望
会派代表者会、岩手県後期高齢者医療広域連合議会臨時会等
議会運営委員会、第 10回大船渡市議会・陸前高田市議会・奥州市議会議員研修会
産業建設常任委員会、全員協議会、月例会議（臨時）
岩手沿岸南部広域環境組合議会定例会等
大船渡地区消防組合議会第３回臨時会、大船渡地区環境衛生組合議会第３回臨時会
議会運営委員会
教育福祉常任委員会、議会運営委員会、会派代表者会
市政調査会管内視察、大船渡市議会議員定数等検討委員会
総務常任委員会、月例会議
令和５年度大船渡市議会議会報告会
総務常任委員会、大船渡市議会議員定数等検討委員会
令和５年度岩手県市議会議員研修会及び意見交換会
気仙広域連合議会第２回定例会、大船渡地区消防組合議会第２回定例会、大船渡地区環境衛生組合議会第２回定例会
議会運営委員会、月例会議（臨時）、岩手県後期高齢者医療広域連合議会定例会等、
気仙地区議会議員協議会対県要望、岩手県沿岸広域振興局と大船渡市議会との意見交換会
総務常任委員会、産業建設常任委員会、全員協議会、市政調査会第５回役員会
会派代表者会
議会運営委員会
第４回定例会（初日）、総務常任委員会、教育福祉常任委員会、産業建設常任委員会
第４回定例会（一般質問）、教育福祉常任委員会
第４回定例会（一般質問）、議会運営委員会
第４回定例会（一般質問）、産業建設常任委員会
第４回定例会（最終日）、委員長連絡会議
議会運営委員会
気仙広域連合議会第３回臨時会、大船渡地区消防組合議会第４回臨時会、大船渡地区環境衛生組合議会第４回臨時会
総務常任委員会、全員協議会、月例会議
北海道旭川市議会議員行政視察対応
議会運営委員会
総務常任委員会、教育福祉常任委員会、産業建設常任委員会、月例会議（臨時）
議会運営委員会
総務常任委員会、教育福祉常任委員会、産業建設常任委員会、市政調査会研修会
全員協議会
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渡
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市
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済
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る
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年
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念
申
し
上
げ
ま
す
。

２月16日㈮　定例会（初日）
２月22日㈭　　〃　（２日日）
２月28日㈬　　〃　（一般質問）
２月29日㈭　　〃　（一般質問）
３月 ４日㈪　　〃　（一般質問）
３月 ７日㈭　予算審査特別委員会
３月 ８日㈮　　〃
３月14日㈭　定例会（最終日）

令和６年第１回定例会の日程（予定）
第１回定例会の開催日程をお知らせします。
皆様の傍聴をお待ちしております。
なお、日程は変更される場合があります。


